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《内容紹介》 

 慶長遣欧使節 モノからのアプローチ 

 国宝・慶長遣欧使節関係資料 47 点はすべて同使節の将来品とされている。しかし世界記憶 

遺産に登録されたのは「支倉常長像」を含む 3 点だけで,残りの 44 点は除外された。基礎的な 

研究を欠く品々が多く含まれ,使節との関係が不明であるためであろう。 

 本書は上記 44 点に含まれる馬具と刀剣の研究成果をまとめたものである。まずそれぞれの年代 

と地域の把握を試みた。その結果,使節のルート外の製品や国産品が含まれていることが判明し 

た。つまり 47 点の中には使節の将来品ではないものも含まれていたのである。したがって 47 点 

は使節との関係を基軸としつつもそれに拘泥することなく考察することが必要となった。 

 また本書では維新後,使節が周知されるようになった過程を丹念に追い,その解明に積極的に 

関わった明治新政府の意図を探った。 
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